
特別支援教育の研修・相談案内特別支援教育の研修・相談案内
みんなで創る特別支援教育推進事業
切れ目ない支援体制充実促進事業

研修

令和５年度

［対象］小・中学校等の通常の学級の担任（特別支援教育支援員配置校）→p３
通常の学級実践研修

［対象］小・中学校の通級による指導担当教員 →p４

通級による指導実践研修

［対象］特別支援学級担任 →p５

特別支援学級実践研修

・特別支援教育コーディネーターの各種研修会　
・特別支援教育支援員研修会
・総合教育センターのＣ講座、公開講演
・障害理解研修会 →p10

その他の研修会

秋田県教育委員会

［対象］小学校、中学校、義務教育学校

小・中学校等特別支援チームによる相談・支援
→p11

［対象］高等学校

高等学校特別支援チームによる相談・支援
→p13

［対象］幼・保・認定こども園等、小・中学校等、高等学校、保護者　等

特別支援学校のセンター的機能の活用

［対象］幼児児童生徒、保護者、教職員　等

特別支援教育地域センターの活用

→p14

→p18

相談



－ 1－

一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援の充実に向けて

「特別支援教育の研修・相談案内」の活用について

　秋田県教育委員会では、「第四次秋田県特別支援教育総合整備計画」（令和５年度～令和９年
度）により、障害のある幼児児童生徒などの自立と社会参加に向けて、全ての学校（園）におい
て、一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援の充実を図ります。
　幼稚園・保育所・認定こども園等、小・中・義務教育学校、高等学校における、一人一人の教
育的ニーズに応じた指導・支援の充実に向けては、校（園）内支援体制の機能向上を図ることが
重要です。各校（園）においては、本案内で紹介する研修や相談を、自校（園）の課題に応じて
積極的に活用してください。

通常の学級

担当教員の実践的指導力向上のために

̶̶̶○̶̶通級による指導実践研修

̶̶○̶̶̶特別支援学級実践研修

担当教職員の専門性向上のために

○○○新任特別支援教育コーディネーター研修会

̶̶̶小・中学校等特別支援教育コーディネーター連絡協議会

̶○̶

̶̶○̶○̶特別支援教育支援員研修会

全教職員の理解推進のために

○○○総合教育センターのＣ講座、公開講演

○○○障害理解研修会　～心のバリアフリーミーティング～

高等学校 特別支援学校研修 目的と対象

○

○

̶高等学校特別支援教育コーディネーター連絡協議会

○

小・中・義務教育学校

通常の学級実践研修

○

幼稚園・保育所・
認定こども園等

通級による指導 特別支援学級

̶ ̶ ̶

̶○̶

̶○○

○ ○

秋田きらり支援学校（肢体不自由教育）・病弱教育サポートセンター

各特別支援学校のセンター的機能の活用
(特別支援学校体験研修を含む)

視覚支援学校サテライト教室・ロービジョン支援センター

聴覚支援学校サテライト教室・きこえとことば支援センター

○特別支援教育地域センターの活用

○ ○

○小・中学校等特別支援チームによる相談・支援

̶高等学校特別支援チームによる相談・支援

通常の学級
高等学校 特別支援学校相談 対　象

小・中・義務教育学校
幼稚園・保育所・
認定こども園等

通級による指導 特別支援学級

̶ ○ ̶ ̶ ̶ ̶
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校（園）内支援体制の機能向上を図る
本案内記載の研修及び相談の活用イメージ

☆管理職のリーダーシップ

☆特別支援教育コーディネーターの連絡・調整

指導・支援方針の検討及びケース会議の開催

特別支援教育に係る年間計画の作成

年間計画及び指導・支援の評価・改善

校（園）内研修会の実施

校（園）内委員会

特別な支援を必要とする幼児児童生徒の確認、実態把握

一人一人の教育的ニーズに
応じた指導・支援の充実

・担当教員の実践的指導力向上の

ための研修

・担当教職員の専門性向上のため

等修研の

校（園）内支援体制の機能向上

研修

相談の効果的な活用
に向けて、小・中学校
等特別支援チームの活
用例（1２ページ）を参
考にしてください。

・小・中学校等特別支援チーム

・高等学校特別支援チーム

・特別支援学校のセンター的機能

・特別支援教育地域支援センター

（特別支援教育アドバイザー）等

個別の教育支援計画・個別の指導計画を活用した指導・支援

相談
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  令和５年度       通常の学級実践研修 実施要項 

  

１  趣 旨 
 
  障害のある児童生徒などが在籍している小・中学校等の通常の学級に、特別支援教育担当指導主事

が訪問し、通常の学級の担任と特別支援教育支援員による提示授業に基づく協議を実施することによ

り、通常の学級の担任の実践的指導力の向上を図る。 

 

２ 対象校・対象者及び実施回数 

対 象 校 ・ 対 象 者  回 数 

○研修を希望する小・中学校等（特別支援教育支援員配置校） 

 ・通常の学級の担任（教科等の担任を含む） 

 ・当該学級に配置されている特別支援教育支援員 

１校につき 

年１～２回 

 

３ 内 容 

（１）授業提示 

・１回につき１授業の提示とする。 

・学習指導案（略案可）に基づく提示とする。 

（２）協議 

   参加者：学級担任、教科担当教員、管理職、特別支援教育コーディネーター、特別支援教育支援

員、関係教職員（教務主任、研究主任、学年主任等） 

   訪問者：特別支援教育担当指導主事 

 

 

 

 

 

 

 

4 実施上の留意事項 

（１）実施日は、令和５年６月１日（木）以降に設定すること。 

（２）日程に授業提示を組み込むこと。複数の特別支援教育支援員が配置されている学校であっても、

授業提示は１授業の提示とする。研修の成果を校内で共有できるよう、他の教職員や特別支援教

育支援員に研修内容を周知すること。 

※実施計画書〈様式２－１〉を送付する際に、学習指導案（略案可）及びサポート対象の児童生

徒の個別の指導計画、特別支援教育の年間計画を同封すること。 

（３）日程及び内容の設定に当たっては、研修の目的が達成できるよう、６～７ページの各実践研修の 

研修内容例を参照し、十分に工夫するとともに参加者を検討すること。 

（４）特別支援教育支援員が複数の学校に勤務している場合は、市町村教育委員会と相談の上、日時の 

調整を図ること。 

 

５ 申込みから研修実施までの手続き 

８～９ページの申込要領参照〈様式１－１、様式２－１〉 

     ○協議内容例（６～７ページの各実践研修の研修内容例参照） 

 ・各教科等における個々の学習上の困難さの理解と指導の工夫
 

 ・個別の教育支援計画及び個別の指導計画を活用した授業づくり
 

 ・学級担任と特別支援教育支援員の連携の工夫
 

 ・ユニバーサルデザインの視点による授業づくり
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１  趣 旨 
 
  小・中学校の通級指導教室に特別支援教育担当指導主事が訪問し、提示授業に基づく協議を地域の

通級による指導担当教員を含めて実施することにより、通級による指導担当教員の実践的指導力の向

上とともに、地域の特別支援教育の推進を図る。 

 

２ 対象者及び実施回数 

対  象  者 回 数 

①通級による指導新担当教員全員（再任用教員を含む） 

②通級による指導担当教員希望者（経験者） 

 ※通級による指導の経験はあるが、初めての障害種（言語障害又は LD・

ADHD 等）を担当する教員は、受講することが望ましい。 

年１回 

 

３ 内 容 

（１）授業提示 

・学習指導案に基づく提示とする。 

（２）協議 

   参加者：通級による指導担当教員、管理職、特別支援教育コーディネーター、地域の通級による

指導担当教員、関係教職員（在籍学級担任、教科担当教員、学年主任等） 

   訪問者：特別支援教育担当指導主事 

 

 

 

 

 

 

 

4 実施上の留意事項 

（１）実施日は、令和５年６月１日（木）以降に設定すること。 

（２）日程に授業提示を組み込むこと。 

※実施計画書〈様式２－２〉を送付する際に、学習指導案及び個別の教育支援計画、個別の指導

計画を同封すること。必要資料は、在籍学級担任と連携して準備すること。 

（３）日程及び内容の設定に当たっては、研修の目的が達成できるよう、６～７ページの各実践研修の 

研修内容例を参照し、十分に工夫するとともに参加者を検討すること。 

（４）研修実施校は、本研修の趣旨を踏まえ、地域の通級による指導担当教員と共に研修する機会とし

て実施すること。また、通級指導教室設置校は、各教育事務所が提供する地域の研修実施校につ

いての情報を参考に、本研修を研修の場として積極的に活用すること。 

 

５ 申込みから研修実施までの手続き 

８～９ページの申込要領参照〈様式１－２、様式２－２〉 

     ○協議内容例（6～７ページの各実践研修の研修内容例参照）  
 ・特別の教育課程の理解に基づいた個別の指導計画の作成 

 ・個別の教育支援計画、個別の指導計画を活用した保護者、在籍学級担任との連携 

 ・障害の特性や心身の発達の段階等を踏まえた自立活動の指導内容 

 ・校内及び地域の特別支援教育の推進に向けた取組 

         
令和５年度

通級による指導実践研修 実施要項 
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１  趣 旨 
 
  特別支援学級に特別支援教育担当指導主事と特別支援学校の教職員が訪問し、提示授業に基づく協

議を実施することにより、特別支援学級担任の実践的指導力の向上を図る。 

 

２ 対象者及び実施回数 

対  象  者 回 数 

①特別支援学級新担任（初めて担任する）教諭全員（再任用教諭含む） 

 ※特別支援学校において教職経験のある教諭は除く。弱視学級・難聴学級

を初めて担当する教諭は必ず受講すること。 

②特別支援学級担任希望者（経験者、臨時講師） 

 ※特別支援学級担任の経験はあるが、初めての障害種を担当する教諭は、 

  受講することが望ましい。 

年１回 

 
３ 内 容 

（１）授業提示 

・学習指導案に基づく提示とする。 

（２）協議 

   参加者：学級担任、管理職、特別支援教育コーディネーター、関係教職員（教務主任、研究主任、

学年主任、交流学級担任等） 

   訪問者：特別支援教育担当指導主事、特別支援学校の教職員 

 

4 実施上の留意事項 

（１）実施日は、令和５年６月１日（木）以降に設定すること。 

（２）日程に授業提示を組み込むこと。 

※実施計画書〈様式２－３〉を送付する際に、学習指導案及び個別の教育支援計画、個別の指導

計画、提示授業の年間指導計画を同封すること。 

（３）日程及び内容の設定に当たっては、研修の目的が達成できるよう、6～７ページの各実践研修の 

研修内容例を参照し、研修内容を十分に工夫すること。 

（４）近隣小・中学校等に研修の場として提供できるように、本研修の実施校は参加の呼び掛けを検討

すること。 

（５）本研修の実施を機会に、特別支援学校のセンター的機能を積極的に活用すること。 

 

５ 申込みから研修実施までの手続き 

８～９ページの申込要領参照〈様式１－３、様式２－３〉 

    ○協議内容例（６～７ページの各実践研修の研修内容例参照） 
 ・児童生徒や学級の実態に応じた特別の教育課程の編成と実施 

 ・障害の状態等に応じた自立活動の指導 

 ・個別の教育支援計画及び個別の指導計画を活用した授業づくり 

 ・効果的な交流及び共同学習の計画と実際 

         
令和５年度

特別支援学級実践研修　実施要項
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次の１～３は例であり、各学校・学級の課題解決を図る効果的な研修となるよう、参考資料の「Ａ

共通メニュー」、「Ｂ 障害種別メニュー」を参考にしながら、日程や研修内容を設定してください。

１ 通常の学級実践研修

２ 通級による指導実践研修

３ 特別支援学級実践研修

○参考資料
Ａ 共通メニュー ※研修内容例の下線部は、「学校教育の指針 令和５年度の重点（秋田県教育委員会）」に係る内容

例容内修研目項修研

授業研究 ・各教科等における個々の学習上の困難さの理解と指導の工夫
・ユニバーサルデザインの視点による授業づくり
・特別支援教育支援員との連携
・指導計画の作成と指導内容・方法の工夫
・各教科等の指導と自立活動との関連
・一人一人の障害の状態等を踏まえたＩＣＴの効果的な活用

個別の教育支援計画、 ・対象児童生徒の実態把握

個別の指導計画の活用 ・個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成と活用、引継ぎ

・個別の教育支援計画への合理的配慮の明示と提供

学級経営等 ・特別の教育課程の理解と編成・実施（通級による指導、特別支援学級）

・特別支援教育支援員との連携

・保護者との連携

・学習環境の整備

・進路指導の充実

・交流学級との組織的・計画的な交流及び共同学習の実施

中学校 通常の学級の場合

１０：２０～１１：１０ 授業提示（社会科）

１３：３０～１５：００ 関係教職員による協議

参加者：学級担任、教科担当教員、校長、教頭、特別支援教育コーディネーター、学年

主任、特別支援教育支援員、その他の関係教職員

〈協議題〉「学習上の困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫」

小学校 難聴特別支援学級（新担任）の場合

１３：３０～１４：１５ 授業提示（国語科）

１５：００～１６：３０ 関係教職員による協議

参加者：学級担任、校長、教頭、特別支援教育コーディネーター、学年主任、交流学級

担任、その他の関係教職員

〈協議題〉「教科指導と自立活動の指導との関連」「交流及び共同学習の進め方」

小学校 通級指導教室（経験者）の場合

１３：３０～１４：１５ 授業提示（自立活動）

１５：００～１６：１５ 関係教職員による協議

参加者：通級による指導担当教員、校長、教頭、特別支援教育コーディネーター、地域

の通級による指導担当教員、在籍学級担任、学年主任、その他の関係教職員

〈協議題〉「在籍学級担任との連携を通した各教科等との関連による効果的な指導」

各実践研修（通常の学級、通級による指導、特別支援学級）の研修内容例
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Ｂ 障害種別メニュー

◇視覚障害

例容内修研目項修研

弱視児童生徒の理解と対応 視覚障害の理解と対応、実態把握の内容・方法・留意点

弱視学級の学級経営 視覚障害教育の概論、他の児童生徒の視覚障害に対する理解

弱視児童生徒の自立活動 視覚補助具（支援機器）の活用、保有する感覚の活用による環境
把握、自己の見え方の理解と環境調整、ＩＣＴの活用

◇聴覚障害

例容内修研目項修研

難聴児童生徒の理解と対応 聴覚障害の理解と対応、実態把握の内容・方法・留意点

難聴学級の学級経営 聴覚障害教育の概論、他の児童生徒の聴覚障害に対する理解

難聴児童生徒の自立活動 言葉の習得と概念の形成、コミュニケーション手段の選択と活用、
自己の聞こえの状況の理解と対応、ＩＣＴの活用

◇肢体不自由

例容内修研目項修研

肢体不自由児童生徒、重度・重 肢体不自由及び重度・重複障害の理解と対応、実態把握の内容・
複障害児童生徒の理解と対応 方法・留意点、学習と生活の環境設定

肢体不自由学級の学級経営
肢体不自由教育及び重度・重複障害教育の概論、進路指導（中学
校、高等学校、特別支援学校への進学）、医療等関係機関との連携

肢体不自由児童生徒の自立活動
基本動作（姿勢保持、上肢・下肢の運動・動作）の改善と習得、
ボディイメージの獲得と空間概念の形成、補助具やＩＣＴの活用

◇病弱・身体虚弱

例容内修研目項修研

病弱・身体虚弱児童生徒の理解 病弱・身体虚弱児童生徒の理解と対応、実態把握の内容・方法・
と対応 留意点、ＩＣＦの障害観の理解

病弱・身体虚弱学級の学級経営 病弱教育の概論、医療等関係機関との連携

病弱・身体虚弱児童生徒の自立 病気の状態の理解と自己管理、病状等に応じた集団活動への参加、
用活のＴＣＩ動活

◇知的障害

例容内修研目項修研

知的障害児童生徒の理解と対応 知的障害の理解と対応、実態把握の内容・方法・留意点

知的障害学級の学習及び自立活 各教科等を合わせた指導（生活単元学習、作業学習等）、各教科
動の指導 の指導、自立活動の指導の計画・評価・改善、ＩＣＴの活用

◇自閉症・情緒障害

例容内修研目項修研

自閉症・情緒障害児童生徒の理 自閉症・情緒障害の理解と対応、実態把握の内容・方法・留意点、

解と対応 通常の学級における指導上の配慮、通級指導教室における指導、
心理検査の活用

自閉症・情緒障害児童生徒の自 自己理解による生活環境や行動の調整、コミュニケーション方法
立活動 の習得と活用、ＩＣＴの活用
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1 申込み等の事務手続き
（１）各実践研修を申し込む学校は、申込書＜様式１－１＞、＜様式１－２＞、＜様式１－３＞を

市町村教育委員会が指定する期日までに、市町村教育委員会教育長宛てに送付すること。

該当の市町村教育委員会の指示に従って、紙媒体又は電子データで手続きをすること。

※県北地区については、令和５年度学校訪問・研究会等指導者要請書により申し込むこと。

（２）実施日、訪問する指導主事、特別支援学校教職員については、後日、市町村教育委員会教育

長から学校長に通知する。

（３）実施校は、実施日１週前までに実施計画書＜様式２－１＞、＜様式２－２＞、＜様式２－３＞を、

訪問する指導主事、特別支援学校教職員の各所属長宛てに送付すること。

（４）実施日や日程を変更する場合は、市町村教育委員会に連絡すること。なお、緊急の場合は、

直接所管教育事務所・出張所に連絡すること。

２ 申込み等に関する様式
＜様式１－１＞ 申込書 Ａ４判片面１枚 （県北地区は、様式１－１・２・３は使用しない）

令和５年度 通常の学級実践研修 申込書

学校名 △△学校
校 長 ○ ○ ○ ○

学年・組
研 修 者 希 望 す る 期 日

職 ・ 氏 名 （役割） 第 １ 第 ２ 第 ３

・ （ ）

・ （ ）

※１ 研修者の（役割）には、担任、支援員等を記入すること。
※２ 希望回数（１～２回）分を記入すること。（実施要項「２ 対象校・対象者及び実施回数」を参照）

＜様式１－２＞ 申込書 Ａ４判片面１枚

令和５年度 通級による指導実践研修 申込書

学校名 △△学校
校 長 ○ ○ ○ ○

障害種別
研 修 者

新担当 経験者
希 望 す る 期 日

職 ・ 氏 名 第１ 第２ 第３

・

※１ 障害種別の欄には、「言語障害」又は「ＬＤ・ＡＤＨＤ等」と記入すること。
※２ 新担当・経験者の欄には該当に○を記入すること。

＜様式１－３＞ 申込書 Ａ４判片面１枚

令和５年度 特別支援学級実践研修 申込書

学校名 △△学校
校 長 ○ ○ ○ ○

担当学級種別
研 修 者

新担任 経験者
希 望 す る 期 日

職 ・ 氏 名 第 １ 第 ２ 第 ３

・

※１ 担当学級種別の欄には、「知的」「肢体」「病弱」「弱視」「難聴」「自閉・情緒」と記入すること。
※２ 新担任・経験者の欄には該当に○を記入すること。（経験者が初めて経験する障害種の場合は新担任にも○）

各実践研修（通常の学級、通級による指導、特別支援学級）申込要領
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＜様式２－１＞ 実施計画書 Ａ４判片面１枚

令和５年度 通常の学級実践研修 実施計画書

日施実校学名校学

研 担任 職・氏名
修

名氏員援支者

１ 日 程 ※研修実施の目的が達成できるよう、各学校において十分に工夫すること。

２ 学級及び対象児童生徒の実態（性別、障害の状態、学習・生活の様子等）

３ 実践上の課題

４ 質問事項及び研修希望内容等

※学習指導案（略案可）、サポート対象の児童生徒の個別の指導計画、特別支援教育の年間計画を同封す

ること。

＜様式２－２＞ 実施計画書 Ａ４判片面１枚

令和５年度 通級による指導実践研修 実施計画書

学校名 学校 障害種別

日施実名氏・職

１ 日 程 ※研修実施の目的が達成できるよう、各学校において十分に工夫すること。

２ 対象児童生徒の実態（性別、障害の状態、学習・生活の様子等）

３ 実践上の課題

４ 質問事項及び研修希望内容等

※１ 障害種別の欄には、「言語障害」又は「LD・ADHD等」と記入すること。

※２ 学習指導案、個別の教育支援計画、個別の指導計画（在籍学級担任と連携して準備）を同封すること。

＜様式２－３＞ 実施計画書 Ａ４判片面１枚

令和５年度 特別支援学級実践研修 実施計画書

別種級学当担校学名校学

日施実名氏・職

１ 日 程 ※研修実施の目的が達成できるよう、各学校において十分に工夫すること。

２ 学級及び対象児童生徒の実態（性別、障害の状態、学習・生活の様子等）

３ 実践上の課題

４ 質問事項及び研修希望内容等

※１ 担当学級種別の欄には、「知的」「肢体」「病弱」「弱視」「難聴」「自閉・情緒」と記入すること。

※２ 学習指導案、個別の教育支援計画、個別の指導計画、提示授業の年間指導計画を同封すること。

※申込書、実施計画書の様式は、特別支援教育課のWebページからダウンロードできます。

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/15701

※１ 日程、４ 研修希望内容は、６～７

ページの各実践研修内容例参照

※１ 日程、４ 研修希望内容は、６～７

ページの各実践研修内容例参照

※１ 日程、４ 研修希望内容は、６～７

ページの各実践研修内容例参照

年　　組
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○　小・中学校、義務教育学校の特別支援教育支援員（経験１年目から３年目まで）を対象に、
　　講義や演習、協議、情報交換等を行います。
　　・県北　　４月２５日（火）　大館市立中央公民館
　　・県央　　４月２４日（月）　秋田県総合教育センター
　　・県南　　５月１０日（水）　横手市　浅舞公民館

特別支援教育コーディネーターの各種研修会

特別支援教育支援員研修会

○　通常の学級の担任を含む教職員、保護者等を対象に、障害理解に関する講演会、報告会、シ
　　ンポジウム等を行います。
　　・県北　　７月３１日（月）　北秋田市民ふれあいプラザコムコム
　　・県央　１０月２６日（木）　秋田県総合教育センター
　　・県南　　８月　１日（火）　オンライン開催
　　※この他、あきた総合支援エリアかがやきの丘の県立特別支援学校３校による障害理解研修会
　　　も開催します。

障害理解研修会　～心のバリアフリーミーティング～

○　特別支援教育コーディネーター（幼稚園・保育所・認定こども園等、小・中学校及び義務教
　　育学校、高等学校、特別支援学校）を対象に研修を行います。

　　新任特別支援教育コーディネーター研修会
　　・県北　　６月　６日（火）　１１月　７日（火）北秋田市民ふれあいプラザコムコム
　　・県央　　６月　６日（火）　１１月　７日（火）秋田県総合教育センター
　　・県南　　６月　６日（火）　１１月　７日（火）横手市　浅舞公民館

　　小・中学校等特別支援教育コーディネーター連絡協議会
　　・県北　　７月３１日（月）　北秋田市民ふれあいプラザコムコム
　　・県央　１０月２６日（木）　秋田県総合教育センター 
　　・県南　　８月　９日（水）　横手市　浅舞公民館

　　高等学校特別支援教育コーディネーター連絡協議会
　　・８月２日（水）　オンライン開催

総合教育センターのＣ講座、公開講演
～お問合せは、総合教育センター支援班　特別支援教育担当へ～

６月２９日（木）Ｃ－４２「アセスメントの方法と指導の実際」
　　　　　　　　講師：日本臨床発達心理士会茨城支部　支部長　大六　一志

７月　７日（金）Ｃ－４１「主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり－知的障害のある
　　　　　　　　　　　　　児童生徒への『教科別の指導』と授業改善－」
　　　　　　　　講師：茨城大学教育学部　教授　新井　英靖

８月１８日（金）C－４３「自校におけるインクルーシブ教育の推進」
　　　　　　　　公開講演「発達障害の理解と支援－子どもの困難さから考える－」
　　　　　　　　講師：宮城学院女子大学教育学部　教授　梅田　真理

９月　５日（火）Ｃ－４４「発達が気がかりな子どもと保護者の支援」（オンライン）
　　　　　　　　講師：明星大学教育学部　教授　星山　麻木

＜その他の研修会等のお知らせ＞
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④依頼 

 
１ 趣 旨 
  小学校、中学校及び義務教育学校において、特別な支援を必要とする児童生徒の指導・支援の充

実に向けて、校内支援体制の機能向上を図ることを目的に、教育、医療、福祉関係者がチームを組

みサポートします。 
 

小・中学校等特別支援チームは県内３地区に事務局を設置（県内３教育事務所単位） 

○主な構成メンバー 

〈相談支援員〉  

教育関係者（特別支援学校教員、特別支援教育アドバイザー、教育事務所・出張所指導主事）

〈相談支援アドバイザー〉 

学識経験者（大学教授等）、医療関係者（医師・臨床心理士）、福祉関係者（児童心理司） 等
 

※相談のニーズに応じてチームを編制する。 

 ※学校への訪問等による相談・支援は相談支援員が実施する。 
 

２ 対 象 

  小学校、中学校、義務教育学校 

 
３ 相談・支援の内容 

 ・校内委員会の運営（ケース会議の実施 等）に係る助言 

 ・対象児童生徒の実態把握に係る助言 

・対象児童生徒の指導・支援方針の検討に係る助言 

 ・対象児童生徒の個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成と活用、評価に係る助言 

 ・対象児童生徒の相談・支援に係る教職員研修の支援（校内研修会の実施 等） 

 ※各校の依頼に応じて、１校につき年５回まで支援を行います。 

 
４ 申込み 

 ○地域の教育事務所・出張所と日程を調整してから、各市町村教育委員会に申し込んでください。 

 ○活用に当たっては、保護者と共通理解を図りながら進めます。

  申込用紙（様式）は、各教育事務所・出張所にお問い合わせください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 ※各地域によって手続きが若干異なります。詳しくは各教育事務所・出張所にお問い合わせください。  

 （裏表紙の研修・相談を担当する関係教育機関一覧参照） 

小・中学校及び義務教育学校 保護者

③申込み 

各市町村教育委員会 各教育事務所・出張所 

②日程調整

①相談依頼 

         小・中学校等特別支援チームによる相談・支援

 ※12ページの「校内支援体制の機能向上を図る相談の活用の実際」を参照ください。
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校内支援体制の機能向上を図る相談の活用の実際
             （例）小・中学校等特別支援チームを活用した場合

④個別の教育支援計画及び個別の

指導計画に基づいた指導・支援

を実施する。

③校内委員会で対象児童生徒の指

導・支援方針を検討し、個別の

教育支援計画及び個別の指導計

画を作成する。

⑤校内委員会で対象児童生徒の指

導・支援内容を評価し、適宜改

善する。

①特別支援教育の年間計画に基づ

く校内委員会（定期・臨時ケー

ス会議）において、対象児童生

徒の困難さの気付きを共有する。

②校内委員会で対象児童生徒の実

態把握をする。

校内委員会

児童生徒の困難さの気付き

（学級担任、教科担任、保護者　等） ☆①～⑤の取組を進める中で関

係機関への相談が必要と判断

した場合は、小・中学校等特

別支援チームに依頼し、助言

を得ることができます。

小・中学校等特別支援チーム

☆特別支援教育の年間計画に基

づく校内委員会（ケース会議）

等の主体的な取組を、必要に

応じて支援し、校内支援体制

の機能向上を図る。

〈相談・支援の内容〉

・校内委員会の運営（ケース会

議の実施 等）に係る助言

・対象児童生徒の実態把握に係

る助言

・対象児童生徒の指導・支援方

針の検討に係る助言

・対象児童生徒の個別の教育支

援計画及び個別の指導計画の

作成と活用、評価に係る助言

・対象児童生徒の相談・支援に

係る教職員研修の支援（校内

研修会の実施 等）

一人一人の教育的ニーズに

応じた指導・支援の充実

校内支援体制の機能向上

相談

特別支援教育コーディネーター
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         高等学校特別支援チームによる相談・支援

１ 趣 旨

高等学校において、特別な支援を必要とする生徒の指導・支援の充実に向けて、校内支援体

制の機能向上を図ることを目的に、教育、医療、福祉、労働関係者がチームを組みサポートし

ます。

高等学校特別支援チームは県内３地区の特別支援学校に事務局を設置

（県北：比内支援学校、県央：栗田支援学校、県南：横手支援学校）

○主な構成メンバー

・教育専門監（特別支援教育）

・特別支援学校教職員（地域支援担当教員、特別支援教育アドバイザー 等）

・発達障害者支援センター職員

・障害者就業・生活支援センター職員

・ハローワーク（公共職業安定所）職員

・秋田障害者職業センター職員

※相談のニーズに応じてチームを編制する。

２ 対 象

高等学校

３ 相談・支援の内容

・校内委員会の運営（ケース会議の実施 等）に係る助言

・対象生徒の実態把握に係る助言

・対象生徒の指導・支援方針の検討に係る助言

・対象生徒の個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成と活用、評価に係る助言

・対象生徒の進路指導に関する支援

・対象生徒の相談・支援に係る教職員研修の支援（校内研修会の実施 等）

※特別支援教育の年間計画に基づき、複数回にわたって相談・支援を活用することを基本としま

す。

※活用に当たっては、保護者と共通理解を図りながら進めてください。

※この他に、特別支援教育に関する研修会を各地区で開催しています。

４ 申込み

○各地区の事務局校へ電話にて相談依頼の後、文書による派遣依頼が必要です。派遣依頼の様式

は、事務局校のホームページを参照ください。

○事務局が依頼内容を確認し、訪問日程等を調整・決定します。

５ 連絡先

地区 事務局校 電話番号 ホームページアドレス

県北 比内支援学校 0186-55-2131 http://www.hinai-s.akita-pref.ed.jp/

県央 栗田支援学校 018-828-1162 http://www.kurita-s.akita-pref.ed.jp/

県南 横手支援学校 0182-33-4167（高等部） http://www.yokote-s.akita-pref.ed.jp/
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         特別支援学校のセンター的機能の活用

         特別支援学校体験研修

県内の各特別支援学校は、地域における特別支援教育のセンター的機能を担っており、幼稚園・保育 

所・認定こども園等、小・中学校及び義務教育学校、高等学校及び保護者等のニーズに応じた支援を

行っています。申込みは随時受け付けておりますので、各特別支援学校にお問い合わせください。

（裏表紙の研修・相談を担当する関係教育機関一覧参照） 

〈センター的機能の概要〉 

センター的機能の具体的内容（例） 

①教職員への支援機能 ・対象幼児児童生徒の実態把握に関する支援 

・個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成・活用支援 

・障害理解授業に関する支援 

 

②相談・情報提供機能 

（教職員、幼児児童生徒及びその保護者）

・学習面や生活面に関する教育相談 

・特別支援教育に関する情報提供 

③幼児児童生徒への指導・支援機能 ・障害等に応じた学習方法等に関する支援 

・障害に応じた補助具等の活用に関する支援 

④関係機関等との連絡・調整機能 ・医療、福祉、労働などの関係機関等に関する情報提供 

⑤教職員に対する研修協力機能 ・各学校（園）における研修会への協力 

・研修会、講習会等の実施 

・「特別支援学校体験研修」の受入 

⑥施設設備等の提供機能 ・特別支援学校の学校見学や体験学習等の受入 

１  趣 旨 
特別支援学級担任等の指導力向上に資するため、特別支援学校を会場として授業参加、授業づくり等 

 の体験的な研修を行います。 
 

２ 対象者及び実施回数 

対   象   者 回数 

通常の学級の担任 

通級による指導担当教員   （臨時講師含む） 

特別支援学級担任 
希望する回数 

 

３ 会 場 
各特別支援学校 

 

４ 研修内容及び方法 
・授業体験等を行い、指導計画や具体的な指導内容・方法等について研修します。 

・・.学校見学や情報交換の時間の設定、放課後の時間帯での実施等、ニーズに応じて柔軟に対応します。 

 

５ 申込み 
随時受け付けています。各特別支援学校にお問い合わせください。 
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         視覚支援学校サテライト教室・ロービジョン支援センター

視覚支援学校サテライト教室では、見えにくさによる学習上又は生活上の困難を抱える幼児児童生徒

やその保護者、学級担任、成人の方の相談に応じています。視覚障害教育やリハビリテーションに関す

る専門性をもつサテライト教室担当教職員が、対象幼児児童生徒の学級担任や特別支援教育コーディネ

ーター、地域の関係機関と連携して指導・支援を行います。 

また、視覚支援学校の「ロービジョン支援センター」では、学校内のセンター教室における定期的な

教育相談や、乳幼児から成人の方までを対象とした相談・支援を行っています。 

 なお、視覚支援学校には視覚障害教育を担当する教育専門監を配置しており、障害の状態に応じた相

談・支援を行っています。 

１  設置場所・実施日時 

地 区 実施日 会   場 時  間 

大 館 第３水曜日 
大館市立桂城小学校 １０：３０～１２：３０ 

大館市立上川沿公民館 １４：００～１５：３０ 

北秋田 第２水曜日 北秋田市立鷹巣小学校 １０：３０～１２：３０ 

横 手 第４水曜日 横手市交流センターY²ぷらざ １４：００～１５：３０ 
 
※各サテライト教室会場に担当者は常駐していませんので、相談のある方は事前に視覚支援学校宛てに連絡願います。 

※視覚支援学校の「ロービジョン支援センター」での教育相談は、随時行っております。 

２ 実施内容 

対  象 内    容 

通常の学級等に在 

籍する児童生徒等 

・見えにくさから生じる様々な悩みの相談 

・視力や視野、読書速度、最適な文字の大きさ等の教育的視機能評価 

・見やすく学習しやすい環境、安全な環境を整えるための情報提供 

・拡大鏡や単眼鏡等の視覚支援具の紹介と使用法の習得支援 

・見え方に応じた学習方法の習得支援 

特別支援学級に在 

籍する児童生徒等 

・目と手の協応、注視や追視等の視機能の発達を促す活動支援 

・バランスのとれた身体行動のための調整能力や動作の獲得支援 

・保有する視覚や他の感覚を最大限に活用する方法の指導 

・見やすい学習環境の整備、ルーペや単眼鏡等の視覚補助具の使い方の指導 

・見え方に応じた教材・教具の情報提供 

保護者 

・見え方に関する悩み、家庭での過ごし方についての相談 

・医療、福祉、労働、ボランティア等に関する情報提供（専門機関との地域 

ネットワークづくり） 

学級担任、 

教科担当教員 

・個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成・活用支援 

・見え方に応じた学習環境、生活環境を整えるための情報提供 

・視覚障害教育における自立活動についての情報提供 

・視覚補助具の指導方法や教材・教具についての紹介 

・視覚障害教育に関する研修の協力 

３ 問合せ先 

  …秋田県立視覚支援学校・ロービジョン支援センター TEL ０１８—８８９－８５７１（学校代表） 
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         聴覚支援学校サテライト教室・きこえとことば支援センター

聴覚支援学校サテライト教室では、きこえや養育、学校生活に関する相談支援、ことばや発音の指導

等を行います。 

また、聴覚支援学校の「きこえとことば支援センター」では、きこえやきこえにくさによることばの

発達に心配のある乳幼児、小学生、中学生、高校生とその保護者、学級担任の相談に応じるとともに、

学校（園）等の研修に対する支援を行っています。 

なお、聴覚支援学校には聴覚障害教育を担当する教育専門監や特別支援教育アドバイザーを配置して

おり、障害の状態に応じた相談・支援を行っています。 

１  設置場所・実施日時 

地 区 実施日 会   場 時  間 

県北地区 

（サテライト北教室） 
毎週火曜日 北秋田市立鷹巣小学校 １０：３０～１６：００ 

県南地区 

（サテライト南教室） 
毎週木曜日 大仙市大曲交流センター １０：３０～１６：３０ 

 
※各サテライト教室会場に担当者は常駐していませんので、相談のある方は事前に聴覚支援学校宛てに連絡願います。 

※聴覚支援学校の「きこえとことば支援センター」での教育相談は、随時行っております。 

２ 実施内容 

対  象 内         容 

乳幼児と保護者 

・きこえにくい子どもの子育てについての相談、療育 

・聴覚管理（聴力測定など） 

・補聴器、人工内耳の装用支援 

・医療機関との連携 

・家庭訪問、在籍園訪問による支援、合同保育による家族同士の出会いの場 

 の提供 

幼児児童生徒 

・難聴のある幼児児童生徒の支援・指導（ことばや発音、自己理解） 

・通級による指導（対象：通常の学級に在籍する難聴のある児童生徒） 

・進路に関する情報提供や進路相談 

・難聴のある児童生徒の交流会（対象：主に小・中学生） 

・難聴理解学習 

・言語検査、知能検査の実施 

・補聴相談（聴力測定や補聴器等装用支援） 

保護者 

・子育てや療育、進路等に関する相談 

・難聴疑似体験 

・保護者同士の情報交換の場の提供 

学級担任、 

教科担当教員、 

雇用先事業所等 

・個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成・活用支援 

・学校（園）等への訪問（担当者の支援、在籍園・校の教職員への情報提供）

・学校（園）等の研修支援（難聴理解研修、難聴疑似体験、授業研修の協力）

・県立聴覚支援学校の授業参観、情報提供等 

 
３ 問合せ先 
  …秋田県立聴覚支援学校      TEL  ０１８―８８９―８５７２（学校代表） 

………………きこえとことば支援センター   TEL  ０９０―８７８４－６３０２（直通） 

                メール  cho-shien0291@docomo.ne.jp 

                                       chokaku-s_shien@akita-pref.ed.jp 
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         秋田きらり支援学校（肢体不自由教育）・病弱教育サポートセンター

秋田きらり支援学校は、肢体不自由のある子どものための特別支援学校であり、運動動作やコミュニ

ケーション能力等の向上を目指した教育に関する相談・支援等を行います。 

また、秋田きらり支援学校内の「病弱教育サポートセンター」では、入院中や自宅療養中の病気の子

どもを支えるための相談・支援を行っており、病院や在籍する学校（園）等との連絡調整や復学までの

支援方法等の提案をしています。 

さらに、秋田きらり支援学校では、肢体不自由教育、病弱・身体虚弱教育に関する研修会を行ってい

ます。 

１  実施内容 

対  象 内      容 

肢体不自由教育、 

病弱・身体虚弱教育 

対象幼児児童生徒 

・教育専門監（肢体不自由教育担当、病弱教育担当）や特別支援教育アドバ

イザー（病弱教育担当）による障害や病気の状態に応じた相談・支援 

入院中や自宅療養 

中の幼児児童生徒 

保護者 

学校（園） 

病院 

・復学に向けた支援（ＩＣＴ機器の活用による在籍校及び前籍校の授業や行

事への参加）

・病院や学校（園）、市町村教育委員会等との連絡調整

・中通総合病院との連携（病院内訪問教育と幼児教室の実施）

学校 

（学級担任、教科担当教員）

・個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成・活用支援 

・特別支援学級（肢体不自由、病弱・身体虚弱）設置校への訪問による情報

提供、相談・支援 

・肢体不自由教育、病弱教育に関する研修会の実施 

・障害理解授業（出前授業）の実施 
 

２ 連携先 

  ・市町村（教育委員会、保健所等） 

  ・医療（県医師会、小児科入院病棟を設置する総合病院、県立医療療育センター等） 

  ・学校（肢体不自由や病気の子どもが在籍する学校（園）、各特別支援学校等） 

  ・民間団体（病児学習支援ボランティア人材バンク等） 

  ・県（教育委員会、健康福祉部） 

３ 問合せ先 
  …秋田県立秋田きらり支援学校      TEL  ０１８—８８９—８５７3（学校代表） 

………………病弱教育サポートセンター       TEL  ０１８—８３８－１１８１（直通） 

                    メール   kirari-support@akita-pref.ed.jp 
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         特別支援教育地域センターの活用

 障害のある幼児児童生徒の教育支援を適切かつ円滑に進めるために、県内各地区に秋田県特別支援

教育地域センター（以下「地域センター」）を設置しています。 

 地域センターには特別支援教育アドバイザーを配置しており、障害のある幼児に対する早期からの

就学相談や、特別な支援を必要とする児童生徒への教育相談等を行っています。 

対象は幼児児童生徒、保護者及び教職員です。申込みは随時受け付けておりますので、各地域セン

ターにお問い合わせください。（裏表紙の研修・相談を担当する関係教育機関一覧参照） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Web ページによる情報提供 

○アクセス方法 

「美の国あきたネット」 ⇒  ■調べる「部署別」 ⇒ 「教育庁」 ⇒ 「特別支援教育課」

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/genre/15431 
 

 
 
○主な内容 

 ・特別支援教育関係情報 

・障害別支援ガイド 

  （障害の特性や支援等を障害別に紹介しています。実践例も掲載しています。） 

 

 

※通常の学級実践研修、通級による指導実践研修、特別支援学級 

実践研修の申込書、実施計画書の様式もダウンロードできます。 

https://www.pref.akita.lg.jp/pages/archive/15701 

 



研 修 ・ 相 談 を 担 当 す る 関 係 教 育 機 関 一 覧

各教育事務所・出張所、総合教育センター

各特別支援学校

特別支援教育地域センター(特別支援教育アドバイザー勤務先）

秋田県教育庁特別支援教育課（本案内に係る問合せ先）

機　関　名 電　話　番　号 担　当　研　修　・　相　談
北 教 育 事 務 所 ・通常の学級実践研修　　　　　　　　　（ｐ３）

・通級による指導実践研修　　　　　　（ｐ４）
・特別支援学級実践研修　　　　　　　（ｐ５）
・小・中学校等特別支援教育コーディネーター連絡協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｐ10）
・総合教育センターＣ講座、公開講演　（ｐ10）
・障害理解研修会　　　　　　　　　　（ｐ10）
・小・中学校等特別支援チームによる相談・支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｐ11）

 同 鹿角出張所
 同 山本出張所
中 央 教 育 事 務 所
 同 由利出張所
南 教 育 事 務 所
 同 仙北出張所
 同 雄勝出張所
総合教育センター(支援班)

０１８６－６２－１２１７
０１８６－２３－３３０２
０１８５－５２－３３６９
０１８－８６０－３２４４
０１８４－２２－３６７３
０１８２－３２－１１０１
０１８７－６３－３４７７
０１８３－７３－１１０６
０１８－８７３－７２１５

学　校　名 電　話　番　号

・特別支援学級実践研修　　　　　　　（ｐ５）
・障害理解研修会　　　　　　　　　　（ｐ10）
・小・中学校等特別支援チームによる相談・支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｐ11）
・高等学校特別支援チームによる相談・支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｐ13）
・特別支援学校のセンター的機能の活用（ｐ14）
・特別支援学校体験研修　　　　　　　（ｐ14）
・視覚支援学校サテライト教室
・ロービジョン支援センター　　　　　（ｐ15）
・聴覚支援学校サテライト教室
・きこえとことば支援センター　　　　（ｐ16）
・秋田きらり支援学校（肢体不自由教育）
・病弱教育サポートセンター　　　　　（ｐ17）

視 覚 支 援 学 校
聴 覚 支 援 学 校
秋田きらり支援学校
比 内 支 援 学 校
　 同 　 か づ の 校
　 同 　 た か の す 校
能 代 支 援 学 校
支援学校天王みどり学園
栗 田 支 援 学 校
ゆ り 支 援 学 校
大 曲 支 援 学 校
 同 せ ん ぼ く 校

校横 手 支 援 学 校
稲 川 支 援 学 校

０１８－８８９－８５７１
０１８－８８９－８５７２
０１８－８８９－８５７３
０１８６－５５－２１３１
０１８６－２２－０２５３
０１８６－６６－２１２８
０１８５－５５－０６９１
０１８－８７０－４６１１
０１８－８２８－１１６２
０１８４－２７－２６３０
０１８７－６８－４１２３
０１８７－４２－８５６８
０１８２－３３－４１６６
０１８３－４２－４４２４

設　置　小　学　校　等 電　話　番　号アドバイザー勤務日 担当研修・相談

・特別支援教育地域
　センターの活用
　　　　　（ｐ18）

※アドバイザー勤務日は変更となる場合がありますので、各地域センター等に御確認ください。

鹿 角 市 立 花 輪 小 学 校
大 館 市 立 桂 城 小 学 校
北 秋 田 市 立 鷹 巣 小 学 校
能 代 市 立 渟 城 南 小 学 校
男 鹿 市 立 船 川 第 一 小 学 校

由 利 本 荘 市 立 鶴 舞 小 学 校
(由利本 荘市立岩谷小 学 校)
大 仙 市 立 花 館 小 学 校
仙 北 市 立 角 館 小 学 校
横 手 市 立 朝 倉 小 学 校

０１８６－４２－４９１０
０１８６－６２－９８１４
０１８５－５２－０４６８
０１８５－２４－３２３１

０１８４－２２－３５５８
０１８４－６５－２２２０
０１８７－６３－１０２２

０１８２－３２－６０７０

（専）
（専）
（専）

（専）

○（月・水・金）
○（火・水・木）
○（火・木・金）
○（月・水・金）

秋 田 市 教 育 研 究 所 ０１８－８６５－２５３０○（月・火・木）
○（火・金）
○（木）※相談ルーム

○（月・水・木）

○（火・水・金）
湯 沢 市 立 湯 沢 西 小 学 校 ０１８３－７２－５１５０○（火・水・金）

※鹿角出張所で対応

※仙北出張所で対応

電話番号、ＦＡＸ番号 担　当　研　修

Ｔ Ｅ Ｌ 　 ０ １ ８ － ８ ６ ０ － ５ １ ３ ５
Ｆ Ａ Ｘ   ０ １ ８ － ８ ６ ０ － ５ １ ３ ６

・新任特別支援教育コーディネーター研修会　　　 　（ｐ10）
・高等学校特別支援教育コーディネーター連絡協議会 （ｐ10）
・特別支援教育支援員研修会　　　　　　　　　　　 （ｐ10）

担　当　研　修　・　相　談


